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まち∞未来 Café（鳥取西部農協溝口支部女性会） 意見記録 
 
 

会 議 名 まち∞未来 Café（鳥取西部農協溝口支部女性会） 
開催日時 令和 7 年 10 月 8 日(水) 13 時半〜15 時 開 催 場 所 鳥取西部農協溝口支所 

参 加 者 
伯耆町 6 名 

住民 16 名 

概 要 ・町制２０周年記念映像の視聴・町長から町政提案説明・意見交換 
その他  

 

（参加者意見及び町側回答） 

Ｎo 参加者意見 町側回答等 

男
女
共
同
参
画 

町の活性化に反映するため、女性会に期待

したことはなにか？ 

町としては女性の力に大いに期待していま
す。地域のつながりが希薄化していること、
コロナ禍でイベントや引き継ぎがうまくでき
なかったことから、地域の活力低下が進ん
でいるのではないかと感じています。 
農業の担い手育成も含め、JA 女性部の皆
様に期待するところは大きいです。女性が
リーダーとして活躍することで社会が変わ
るという議論もありますし、町内でも女性
が参画しやすい仕組みを整えていきたいと
考えています。 
たとえば、町内には子ども食堂のような場
がありません。 
子ども食堂は貧困家庭のみならず、忙しい
親の子どもが地域の人と交流しながら食事
を取れる場として意義がありますので、地
域のグループが立ち上がれば町として支援
を行っていきたい。 
こうした取り組みの呼びかけを期待します 
 
 

集落でも女性の役員が少ない。 

男女共同参画推進計画の作成状況は？ 

自治会や区長、各種委員会での女性の参画
が少ないことから、県の補助制度なども活
用して研修や支援を進め、女性が負担なく
参画できる環境づくりに努めていきたいと
考えています。 
町としても男女共同参画計画の作成に向け
てアンケートを実施して、現在集計作業を行
っています。 
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Ｎo 参加者意見 町側回答等 

デ
マ
ン
ド
バ
ス 

デマンドバスについて停留所の位置と利用

者があっていない。 

 

 

また、停留所までの歩行が困難。自宅前ま

で来てもらえるよう検討してほしい。 

 

年末年始の運行や、鬼の館でのイベント時

には利用したいので、デマンドバスの運行

を検討してほしい。 

 

デマンドバス停留所は事業開始時に集落と
協議のうえ設置しました。現在町内には約
220 か所のバス停があり、基本的に一度設
置した停留所は廃止していません。 
新設や位置変更の要望があれば、区長さん
からのご意見をいただければ検討します。 
ただし車両の大きさや道路幅の制約もあ
り、細い集落内まで入れないケースもあり
ます。 
 
また、デマンドバスとは別に「外出支援サー
ビス（主に病院への送迎を想定）」を実施し
ており、介護保険の対象や手帳をお持ちの
方が利用できます。 
こちらは軽自動車で玄関付近まで入れるこ
ともあり、片道 200 円程度で利用できま
す。該当する方はご相談ください。 
 
年末年始の運行については、運転手の休暇
確保などの課題があり現状では運行が難し
いです。 
鬼の館のような施設周辺に停留所が必要か
どうか、臨時対応で行うか検討します。 

防
災 

近年防災士の人数を毎年１人でも多く増や

してほしい。 

計画的に防災士の資格取得を進めていま
す。現在、防災士資格を持つ職員・消防団員
は合計で 17 名です。 
 

町の職員を集落防災職員として配置して

ほしい。 

地域ごとに防災関係の職員を配置してほし
いという要望がありましたが、これについて
は「パートナー職員制度」により、各集落に
担当職員を割り当て、区長さんとの窓口対
応や定期的な連絡を行っています。 
パートナー職員を通じて、危険箇所の確認
や見回りの要望があれば、担当課と連携し
て対応可能です。 
 
 

土砂災害危険箇所の状況はどうなってい

るのか？年々、危険になってきているのか

不安。 

県や国と連携して、河川工事や砂防工事が
進んでいるので、防災マップ等の更新を進
めていく。 
 

 

各集落に防災委員を配置してはどうか？ 地域の自助・共助体制の強化が重要であ
り、集落ごとの防災委員や班体制、連絡網
の整備（LINE 等）による安否確認など、地
域での取り組みを推進したいと思います。 
今後、県と連携して防災計画等の改定も予
定しており、最新のリスク情報を共有してい
きます。 
 

集
落
運
営 

集落区長・役員の交代時期は？ 町内の役員交代は１月交代が多い。 
一部、４月交代があり、２年任期の集落もあ
る。 
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Ｎo 参加者意見 町側回答等 

空
き
家
対
策 

空き家対策についてどのような対策を検

討しているのか。 

 

高齢で一人暮らしの方が多いので、空き家

対策については進めてほしい。 

現在は危険家屋の除却に補助を出すなど、
危険な空き家の対策を中心に進めていま
す。年度によっては年間 10 棟程度を補助し
ています。 
国の認定を受ける特定家屋に対してはさら
に手厚い補助を行っています。 
 
今後は「空き家バンク」の導入や、空き家の
活用・賃貸・売買を支援する仕組みづくりを
進めます。 
民間業者と連携協定を結び、除却費用や固
定資産税の影響などのシミュレーションを
行って悩んでいる所有者に相談できる体制
を整える予定です。 
実際には、仏壇や荷物の処理、地域行事の
関係などで簡単に貸し出しや売却ができな
いケースも多く、丁寧な支援が必要だと考
えています。 

観
光 

とっとり花回廊の地元無料招待とかがあっ

たが、南部町のみで、伯耆町が対象外。伯

耆町は対象にならないか？ 

とっとり花回廊との関係は良好だが、とっ
とり花回廊の所在地は南部町となっている
ので、今は南部町のみとなっているのでは
ないか。 

健
康 

医療費について、健康づくりを行うと医療

費が下がると別の会議で話があったが、近

年医療が高度化して医療費が高くなって

いるのでは？ 

健康づくりの取り組みを行ってて医療費が
減少したと他市町村の発表があったが、推
計だと思われる。 
言われるとおり、医療が高度化していて、医
療費が高額になる可能性もある。 

 

 

 

 

 


